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日本とオーストラリアにおける
シギ・チドリ類の保護について

ジニEレミー・トンプソン

オ ストラ IJア在日本におけるシギ・チド IJ類の調査と保護に

ε勺て議要企思われる点について述べたいと患いますよ重えの意誌

が、各地でシギ・チドリ鎮め生活を守るために研究や保護活動を

している方々の鵠みになれば幸いでナ＝

効果的な係議対策がをられるためには、調査は欠かせないもの

であると怠は総じています三デ タの著書横があれば、保護問題は a

社会的な問題になリます一このような問題では、一般的な関心が高実ることがE重要なのです＝

東アジアのシ年・チド I｝類の渡’｝のコ…スlま南極障とアフ I｝；力、新熱予告援のコースに比べて

£itんrわかっていませんごオーストラリアでも日本でも標識されたシぞ・チド IJ類の再播撲

のデータは訳iおありますが、残念ながら怠途はまだ東アジアのシギ・チドリ績がどのように渡

りを行っているのかよく戦っていませんz かれらは、一気に6000キロも7000キロも渡ってしま

うのでしょうか：あるいは、途中グアムやブィヲピンやN プア・ニューぞニアの烏で休むのて・

しょうカz おそらく、シギ・チド I｝類はいろいろ会ストラテジ （戦略｝を使ってレるのだと

患います今けれども、なにがぞれぞれの鳥遣のストラテジーを決定しているのでしょうかε ま

た、このストラテジーの選択は究極適応度（ultimate fitness ）や生存にどfのくらレかかわって

いるのでしょうかェ夜、途は、シギ・チド 1）綴が若手と秋の渡うで通過する俄のコースについても

もっと知る必要があっます手春と秋は同じコ…スなのでしょうカ、それども別々なのでしょう

か二このよすな波うのエネルギ一段支に関する疑問や生理学的疑問、採食行動：こ関する疑問は

ヲ－ 0・－；バやアメ I}？？におけるいくつ2かの研究の豪雪激iこなう、保護管理や教育i二ξってたいへ

ん貴重な情報を提供しました＝

上iこ示したような研究目的の多くは、日本やオーストラ！Jアでもアマチよみアグループのヴォ

ランティアの助けを得るこをができます＝前i二日本野鳥の会によって一度行われた定期的なシ

ギ・チド I｝類のカウント：::t，体制を建て復し とももう一度続けるべきてeすコオーストラ

I｝アやヨーロ γパの例から、こうした観察活動は長〈続けられ、データカf議綾きれるなど長期

的な傾向がはっきワし、威力を発揮することが知られていますごそれから、レッグフラソギン

グのようにカラーマ…キングの方法を標準化することや、各地で着けられた会ての標議の記録

を一密訴 i椀え；;ftJj縫鳥類研究所｝に集めて管理するこをも必要て’す。

標議カt見やすく、…生を追跡することが可能な絡を対象仁、特腐の標識プロジェクトを進め

るべきでし 4ヲL たとえば、北アメリカ正南アメリカの間を往復するミユピシキの襟議研究で

J之、寿命と渡りのコースlこついて沢山のデータを集めるこ Eに成功していまずむしかし、この

ような仕事で最大の成果を収めるためには、関係~閣の注意深レ国際協力が大切ですニまた、

衛援を用』 ＇てダイシャクシギのような大きな種~i設跡調交する方法もあリま ダイシャクシ
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券類審

：々1ま日本ではあまり多くはありませんが、飽の患では地滅的に多いところがありますご繁継地

グ〉外では脅覇支にきらきれているダイシャクシギの渡りの議会解く手効けをすることによって、

日本は有意義な国際貢献ができるのではないでしょうかよ

シギ・チドリ類の調査は臼ぶ全国で必要ですが、とくに有明湾のシギ・チド I｝類については

泌誌の知識に大きな穴があいています。有明湾は日本中のどこよリも沢山のシギ・チド I}

績がいるのには驚きです 3 有明湾のような場所での定期的なカウントを行うことや、観察した

@,Ji環を報告することで、皆さんがシギ・チドリ類の保議にとって重要な役割安果たせるのだ

ということをもうー境強識しておきたいと患います。日本と飽埋め閉め生物問士めつながりを

諮表的に差是すのはこの綾めデータであり、それだカ注らこそ一般の人達を啓蒙するのに役立つの

ですε

日本はラムサール条約を批殺し、シギ・チドリ績の生怠織を保護するためにいくつかの関々

との双務的な条約に調印していますごしかし、日本はラムサール条約に一つの子潟も登録して

いません。来年露II路で開かれるi誕地を保全するためのラムサール条約締約国会議はこの点を修

正するには理想的でみはないでしょすかこ

他的障の保護努力を知ることが干潟の保護に繋がるかも知れませんコ開拓当初からオースト

ラリアの人口蜜度はままく、ぞれが自然を身近に感とて生活することとなり、生活に桜ぢした自

然保護の意議を育てましたr この感覚は近年ますます強〈、環境関題｛立、安全保隊、経済につ

いで第3の致治課題であり、選挙結果iこ大きな影響会主主ほしますニたとえば、訟は日本へ留学

する前、シギ・チドリ類にとって重要な約20加の？ングロープと環礁替の務受の是非をめぐる、

建設会社と地方自治体の論争に謂係しました＝隣多量織のゆし出lこ対し、役所i主計繭のや止を訴

えるための裁判をおこし、訟は学識者として法廷に立ちました三役所は環境保議の草場からこ

の訴誌、に50万オーストラ IJアドル以上もの費用を使ったのです P この一件では、自然地減であ

り、破壊きれたら永遠に挺らな』・公共の財産である点で、役所は支持きれましたごシギ・チド

I）類が増えたこと をと観る人が増えたこと、野外のレジャーがプームであることなどを考え

ると、包本でも環境への縄心は高まっていると患いま

シギ・チド IJ類の保護には、環境需題への人々の認識と考え方が変化することと、各層が等

しく保護努力をして麗i際関のトラストを作ることが大事だと患います2 一番大穏なのは、シギ

やチドリの魅力をみんなに伝えることです＝ぞれが鳥学会の重要な役舗ではないでしょうかニ

｛訳：：大議事車｝

．雨集部注：トンプソン博士はオーストラリア・クイーンズランド大学の織JII次郎教授の研

ギ・チド IJ類の渡りの研究て博士号を取られ、昨年から自然環境研究

センタ…（IB称：野生生物研究センター）に留学しておられましたが、この10

月仁場開きれましたこ

爵連学議集金（1992)
金11月15日 千葉祭蕊中央博物館自然誌シンボ｛子楽祭立中央博：；本号｝

委11月22～23日 日本鳥虫学会大会｛大阪市大教義務； no，持、 44、本号｝

杢12月1～ 3日 第11問日年動物行動学会大会（つくば：本号）

受12月9～ 10日 第15削極域生物シンポジウム（闘玉工事長地研究所・ no. 44) 

( 1993) 

憂 UHI～ 15日 第 1間関陣モズ類シンポジウム（フロリ；ダ：：本号｝

多4月1～ 4国 第40期日本生態学会大会（島線大：；本号）

~9Fll-9B 第23鋸額際行動学会議（Torremoli話。s：スペイン｝

熊達分野u:,空券会大会・シンボに鶴する情緩~若手知らせ下さい（ 2 ヵ J:j 前まで｝。
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飛び立つ
植田窪之

、の 4F]より遂よ〈、臼ヨド野鳥の会研究-t

ンターの研究主義となりました士大学出たての

弱冠22々 で寸から、まちカ旬、な〈百本で一番

若いブロ的研究者でしょう 2 全’こから見ても

まだ学生です士こんな草乙ですから、やはりま

わりの人たちも、訟の就職がピンとこないよ

うですz この原稿も「植田君のことすっかり

忘れてたけど、就鞍したんだよねニ書いてよ

リということで依頼きれました T

ぎて、訟の所属する研究センターは、設立

4年半ほどめまだ新しい機関です‘務日本野

為的会の研究機欝として、鳥類を保護するた

め的科学的な資粍を集めるのが没欝です＝現

人工事長築を使用したヅルの渡り議査、為

ξ環浅のかかわりを議べる議査、希少鳥類の

どを行っています＇ 1部屋しかない狭

、将来拡大きれることをみこ

して、環境解析研究室、生態・行動研究室、資

3部門に分けられています＝私は生態・行

動研究家に属しています＝研究スタッフは合わ

せて全部で6入、事務関係2入。人数は多くあ

りませんが、何が専門だカ・わからないほど多方

樹で活援している所長の樋口志芳氏をはじめ、

行動、ランドナット｛人工衛星）を用

レた環境解析‘生理学などいろいろな研究を

している人がいます＝また、卒論や修論で殺

の研究をしようとしている学生きんも大勢集

まってきていて、活気のある楽しいところで

寸ごこれらのみんなが科激を受け合って良い

研究ができるようにと、毎月 2留め割合でセ

ミナーを開いていますこ鳥にはこだわらず、

いろいろな人に話をしてもらったり、自分fニ

飛び立つ

ちの研究討議録を繰ったワしています二特仁若

い人は大歓迎ですとぜひ参加してくだきい土

忽自身i立、研究センターでのプロジェクト

研究以外に、学生善寺ftからのツミの研究も続

けていまゥ，，やはり学生時代と比べて、かな

り時間が制限きれますが、家からわずかIO～

30分で行けるというフィールドの特権をいか

し、効期ドよくデータをとるように心がけてい

ますz 例しろフィールドがよく、ツミも入を

おそれず、遺跡調査も可能ですから、今まで

の主義禽類の研究では不可能だったこともいろ

いろできそうです合また、ツミには、住宅地

の職域で繁策するようになったり、オナグカご

慰問て略発表したりと、おもしろい研究テーマ

もありますし、ここしばらくは、ツミの研究

を縫絞して進めていこう ξ患っています け

れど、自分の研究i立、研究の方向性などにこ

だわらず、興味を持ったことにはなんでも

を出してみる櫨節操めない”タイプですから、

ツミにこだわらず、興味を持ったことには片

識から、どんどんアグレヅシプ仁子を出して

いきたいと思っていますごいろいろ手を出し

す容で、すべて中途半端にならないようにだ

けは筑をつけて，・ー

毛lJ立、大学出たてで、大学でも研究実で鳥

の研究をすることはできませんでした：した

がって、身分はプロの研究者でも、ぞれこそ

まだ窮fとしていない研究者の卵ですニ務｛とす

る｛良い論文を書く｝までも大変ですし、巣

立つ｛一流の研究者になる〉まではきらに大

変です3 前途多難ですが、皆が認める楽天的

な性格、何でもとりあえずやってみる行動力

など、自分の長所をふるに使って、気楽に頑

強っていきたいと患っていますと

生態学研究センター研究会報告

9月22～23日に京大会館で開かれた r動物による種子散布』のシンポジウムには世話人の予

惣を上回る詩人以上の参加があり、特にままい紙代が自だった＇ 1日自は多肉果の問題で、関本

霊湯本賞和、下回勝久、小南緑茶、伊東答太郎、福井晶子、周内由香の各氏、 2日自の午

前i主力ケス・ Ifっ脅類による食べ残し散布のテーマてー斎藤新一臨、中村浩念爾氏の講演が行わ

れたヱまた午後の一般講演では松縄茂、 .iE＊峰、真銭徹、北元敏夫ほか、志木器三の5人の一

鍛講演が行われ、シンポは議会のすちに ｛世話人：上沼恵介・
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カラスシンポ

「カラスのシンポジウム」報告

先に掲載いただいた烏察研究会のシンポジ

ウム［立、遼1まからの出f窓殺も多く、 43名の方

々が参加されたま当日（ 8 J:l30日） I主、中村

和雄さんの司会で進められ、シンボジウムの

テーマ4議題と総合討論などが、 10時30分か

ら16善寺まで宥われたとな3五、当日の講演喪主主

；之、桑害研究会ニュースのぬ91ニ褐殺されて

いるので参照されたい叩

最拐に、 ~EBi受久さんによる Fカラス研究

の現状差

究の課題、

の講演が行われた 3 カラス務

分簸と機績をや心i二、生態、

人障との関係、鏑体群の笑態、菅埋などにつ

いて報告された

福田道雄~んの r都市総織に住むハシプト

ガラスの繁犠主主態」は、東京に残きれた都市

緑地（上野公閣）という環境下で営まれてい

る繁殖生懸の報告で、従来報告きれていた都

内てeの生活とは輿なる行動も発表きれたご

午後l立、五悶 ~E· 藤巻裕議さんらの「帯

宮市とその周辺におけるハシポゾガラスとハ

シブトグラスの繁般生態」から蛤まった＝北

海道の宇野応市と運H義援Iで繁殖しているハシプ

トガラスとハシボゾガラスの繁殖経過と同池

されたカラス類の生殖器

を調べ、 2緩鎮めカラスの繁殖生態を比較発

表されたτ 生緩ままの形態調査と合わせての2

獲の繁司庭生態；立、経簡の差異の話題を建供し、

結泌さんのハシプトグラスとめます比でも、参加

者の関心を呼んだェ

きんの「我袋、子市高野出のカラス

締j め報告は、長野県や三三重県の過去の調査

結楽と比較検討した。

また、総合討論の後で、情報交換「ネット

ワ…ク」として中村丈夫さんの「鳩への集合

羽数に纂づく東京都内めカラスの生息教の推

の報告があ I）、現在の都内のカラスの生

息数の推定をしたa なお、佐藤文男さんの講

演は取り消しとなった 3

総合討論などで話題になった点を以下に紹

4 

杉森文夫

介する ε

ハシプトガラスとハシボゾガラスの分布か

ら判断すると、日本はハシプトガラスの北隊、

ハンボゾガラスの南援という地理的な佼援に

あう、カラス研究の上で日本的研究者が来た

す役誤が大きいとの意見が出た。北海道と東

京のハシプトガラスの繁殺生慈の菱異の饗擦

については、議々な意見が交わきれたニまた、

;ft海道の2種類のカラスの繁議生態の差異一

営巣環境、領体数密度、繁発表議姶袴綴など

についても議論が出たz カラスの僚体数と残

飯など丹鍔との錆係やカラス鵠除方法とその

捕獲値体の有効利用の点も

調査では、構内でのカラスのき定資利用蕗績と

個体重立、構内の2穫のカラスの利用状i況など

を検討すべきであるとの指摘も出た

今後のカラス研究に当たっては、カラス研

究のネットワーク作りの必慣性が指摘された

また、地方の研究者への情報提供として、カ

ラス調査の際に何が重要なデ…タなのかを知

らせることが必嬰であるなどの提案もあったご

なお、鳥害研究会への問い合わせは、換業

研究センター鳥害研究室内でお願いしますニ

住所千305 つ〈ば市銭安台 3…1－… 1 

電話 0298-38 -8825 ~または8925

最後になりましたが、講演そ引き？受けてい

ただいた演衰の方々去、当お会場の議供をい

ただきました千葉i泰子寮沼緩水広場に対して、

厚くお礼申し上iずます

［訂正｝

r鳥学ニュースJ No.441こ下記の印鞠ミス

があワました工おそ子持ちのニニL…スをザ

訂正下さい＝

1ベージ14行自：

「何にもなし」→ rfiiJでもありJ

1ページ15行日：

「何でもあしJ －「fi,JにもなLJ



行動生態学会

第4回国際行動生態学会に参加して

地球の反対簡は近すぎた・…一三第4回国際

行動生態学会は、ニューヨークの南西約100回

のプリンストン大学で8月17日から22日に聞

かれた＝ニューヨークまでは直行便で約12時

間あまりと早くて便利c が、飛行時聞が時差

とほぼ同じなので半日iこして畳と夜が完全に

逆転し、最後まで時差ポケに悩まきれる羽目

になった

しかし学会は充実していたご 7時過ぎの朝

食時カーらポスターを前にした議論が始まり、

夕方 5時半まで4会場で口頭発表、きらに夜

8時まではテ’ィナー兼ポスタ という過密ス

ケジュールが連日続けられた＝元気な人はき

らに深夜のキャシュバプで活躍したコ

約200の口頭発表と400のポスタ一発表のう

ち口頭発表について分析してみた（ポスター

まで手が回らなかった）まず研究対象では鳥

がもっとも多〈、 41%を占める＝昆虫と晴乳

類がそれぞれ約16%、魚、カ：10%なので、烏学

の役割がいかに大きいかが想像できるご烏の

中では烏全般を扱ったものが10%、非スズメ

目が28%、スズメ目が62%と、かなりスズメ

ロに片寄っている＝

発表者を国別に見ると、この分野が北米と

イギリス、北欧で盛んなことカzわかるこ多い

順にアメ 1）；カ38%、イギリス22%、カナダ9

%、フィンランド・スウェーデン・ドイツが

それぞれ5%に対し、アジア・中南米からは

ゼロ、アフリカからは 1%であるこなお、日

本からはポスター 4本のみごこの地域聞の違

いは経済力だけでなく基礎科学に対する国や

国民の姿勢の違いによるのだろうか？

セヅションは烏の発表（カッコ内に本数）

の多い頓に、親による子の世話(18）、交尾相

手の選択 (14）、生活史（ 7)、採食行動（ 7）、

コミュニケーション（ 6 ）、分散（ 5 ）などに

分けられたごこのように比較的せまい分野な

ので議論が非常に活発であったこ反面、国際

語としての英語に対する配替、が乏しかったの

が残念だったτ

藤岡正博

怠は「集団生活するオナガ仁おける順位と

危険によるアラームコールの違い」について

ポスタ一発表した（吉田・長野と共同）ニカラ

ス科の鳥を研究してL・る人などがポスターを

見に来てくれ、いろいろ示唆や情報をもらっ

たこただ、現時点では行動生態学の主題にあ

まリ触れていないことは否めず、かつては研

究内容にたまたま話題性があった怠は少しさ

みしい思いをしたのも確カーである＝

鳥ではDN Aフィンガープリンティングを

用いた研究の成果が多数発表きれたが、数年

前のようにこの手法そのものカf表題に書かれ

ることははとんどなくなったー

この手法を使ってまったく新しい婚姻シス

テムを明らかにしたのは、オーストラリアの

主lulder.R. A. t 主lagrath.M.であった z ル

リオ ストラリアムシクイは一夫一妻のつカf

いと何羽かの独身誰からなる小群て協同繁殖

することカミ知られていたごところが、この鳥

では性的二型カf極端で、雄l立派手な青、厳l土

地味な灰色であるとこれは交尾が一夫一妻で

はないことを示唆している， DおAフィンガ

プリントカf明らかにしたことは、なんとな

わばりを争っている周りの群れの雄が頻繁仁

子を残しているということであったこまをは繁

殖期のはるカ－前から周りの群れに侵入しては

雌にディスプレイし、員長はこの時に~色を手

がかりに雄を評価し、授精可能な時期になる

と以前に選んでおいたまをと交尾すると』.うこ

とらしいニそこまでやりますか＝

他にも興味深い発表が多数あり、行動生態

学カ＝現在も盛んであることが実感されたニま

た多くの発表で研究目標カ明確かつ適切で、

実験・調査に必要な人・金・時間・技術が投

資きれ、データの質・量正も優れていた＝こ

こではこれ以上発表内容を紹介できないが、

12月1日から私の地元つくば市で聞かれる行

動学会のラウンドテ プル「鳥類研究者の集

い：壊れた（？）一夫一妻の神話」でおもし

ろ』＇研究を紹介する予定にしているご
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審.:f-インデビュー

インタピュ (6) 

演 緯輩二 さ

ンタビューは、皆様のご協力

ることができ、感謝している内

ti± ，何議？ J との疑問も多いと思う

が、研究上の勝年令と解釈して頂きたL勺研

究者？ステ…今（？）に例えると．「レア」左

「ミディアムJの状態か若手て＼ rウエルダン」

になったら熟年と考えている z 若手インタピ

よーをお敏いする時i二、いつもこの点で失礼

に当たらないか、懸念しているこ

さはこの認にして、今題ご登場毒夏合の

はも議尾意土民で、現夜浦和市立高高校のパ

1）バ I｝の先生である＝今春まで、上毒患教育大

学大学院・生物学研究室｛中村登流先生｝に

2 年鰐笛内留学~れ、新潟擦妙高高原でウグ

イスグ〉校会構遣を研究された 3

議議氏i之、東京農工大学時代に大沢雅彦先

生（現千葉大学｝と共i土、ササ恕林床を有す

る尾瀬の極樹林の選移について、オオシラピ

ゾやトウヒグ〉来たす役割を明らかにきれたこ

尾瀬は日本海側筑候で、太平洋側気候におけ

る極相林の選移とは、 jl;なったパターンを示

すをレう＝詳しくは、演段ー大沢 (1984）「尾

瀬におけるオフfシラピソ林の箆新」森林）！＿地

XXVI (1）や漬尾 (1984）「雄樹林の緩持機構J

｛埼玉生物第24号）を参照されたい

~，~ 
ウグイスに注目しためは、さ手えず 1）の期開

が長く、同じなわばっのやで、綾教の巣を見

つけた二とに主義を発し、一夫多畿ではないか

と室緩したという 2 大学践に進学した頃i主、

まだカスミ議も張ったこ乏がな7与ったので、

学生きんの手訟いをしながらその技能を身に

つけたという。現在でも善寺々秋ヶ瀬｛時玉県｝

で内田博氏らからチほどきを受けているよう

であるご中村先生も薮のやでウグイスの妻美を

探した 9、その行動を見ることは裁の決意で

は挫折するのではないかと心配して』.たよう

だ＝しかし、日陰の植物とも設えるオオシラ

ビゾに注目したり、日除にすむウグイスの

実態をつきとめるなど、「真相は厳のゆ」と諦

めず、日陰の研究対象じ光寺？当てたのであるこ

一夫多妻の鳥たちはなぜか野心者ど引き付け

るようであるが、同氏は現在、善悪…人と共に

男克二人を育すうやとのことである

草原の留で‘出会った鳥と人

ニの7fJ末、モンコツレを訪れた＇ 82与野鳥

め会がすすめているツル類め総合研究＊め一

環ξ して、掲揚て？のツFむの受忍状撹を調べる

ためである＝モンゴ11,1立、チっかずの自然が

たくきん残った本当に美しい閣だったz この

スベースをお借りして、この旅で出会ったモ

ンゴJI,の研究者と為たちについての感想、をお

話ししたい

鳥について

怠たちが調資したのは、 モンゴル北東部の

議 温 理

ステップ気候i二属する地主成fごったごこの地域

iこは、乾燥した草原が延々とつづき、そのや

には、 JIIや潟、議療などの湿地if数寂してい

た舟

もっとも広〈存在した環境である悠僚には、

アネ＂＂プ JI,、ソウウ’ンワシ、ヒメコウテンン、

イナパヒタキなどが、たくさFん生息していた

ノガンもわずかだが生怠していたニまた、湖

などの謹地には、マナヅルをはじめ、コfオハ

クチョウ、サカツラガンなどきまざまな水鳥

6 -
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必＇ミ町 鳩供幽ゃい4・，.，. ，；：.；，，－；.喝岬靖明町

A
W
 

嶋一、
一一帽.；；－ -

がたくぎん繁織していた＝

草原もi装地も、王子；燈で歩きやすく、見通し

のきく、鳥の議資今しやすい場所が多かったご

また、おもしろぞうな種や研究テーマなども

Lるくつカー二ろカtって iわ いそうな患とど勺た

患の研究者について

議査て.，立、 BoldAyurz畠.ryn博士！：： Tse官官w

enmyadag .Natsagdorjin ~ん Eいう 2人のモ

ンゴJI,人研究者正一緒だったこの2人は、科

学アカデ♀…の鳥部門で仕事をしながら、鳥学

会のDirectry!'. Secretaryを務めており、モ

ンゴルでの鳥の研究活動のや心的な人たちt.:.
勺たc －：－－二で、かれらにそンゴルの鳥学や彼

ら自身のことについて、索賭してみた合

まず農の研究者約数につも・てごモンゴル冨

内で、鳥の研究毅として博士号をもっている

のは、たぶん Bo泌氏 1人だけニまた、鳥の

研究を生3震とする入もわずか10人たらず、ぞ

の中にはもちろん Bold博士tTseveenmya-

dagきんの 2人も含まれている

彼らが興味をもっ研究テ ？についてご 2

人Eも「今：土、モンブル各地内烏の IJストづ

くつで精いっぱいj 止のことだった士他の研

究者も「主には、各地での様本収集正確認種

の記録、鎖体数を数える作業者？行なってL3るJ

Eのことだったこ fニfごし、 'it.:30才代後半の

Tseveenmyadag ~んは、 i議療なれこ生息ーする

水鳥そもっと詳しく調べたい、と熟っ：まく語

っていた

ゆと；まにつレて， 2人ともて3シ

きを会話が普通にできるよすだったごまf二、

ドイツ譜も、読むことはできるらしい

iま、簡単なあいきつ程度なら知っていた

研究活動に対する地元の人々の理解

した全域i二；之、：zんのわず2かしか人が

いなかィュたごそのわずかな人々も、

人カfほとんどである？ぞれら遊牧民の

秘たちに付する態度l土、非常に協力的だっ

食料そわけてくれたリするだけでなく、ツ I!.,

~捕獲するために、彼らの貴重な財産である

ウマそ紫してくれたワも仁た会

これは摺良性もあるかも気lil~ Lゐヘ
でこの地域で潟三菱してきた Bold簿土たちの

努力の必か汗でもあるだろうこ

野外さ色濃

モンゴル人S入、アメリカ人2入、中関人

2入、そして日本人 1人E総勢10人で行なっ

た3i開閉めキャシプ生活は、本来｛こ快適だっ

fニ

ったが カやアプはほとんど

いなかったご気温も日中30度迂くま、

こともあったが、ほとんどはお度前後でゆす叫

しやす2かった‘食べ物：土、治分の多いとヅジ

とヤ~の熊になれてしまえば、壬てもおいし

も‘料理だった fただし怠辻、最後の数日鶴、

ヤぞという字をみるのも主義になるほど、潟が

7 
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’k‘ 

ぷ働骨量 弘、与も
司瞳

2 穣議をおこなったマナヅんの幼鳥と

そンゴルの研究者

本人にも可能になうつつあるのだ

訟は、皆きんにも、モンゴFしなどや失アジ

アの自然に興味をもち、やる気になれば、だ

れでもモンゴルで調査ができるこどを知つで

もらいたくて、この文章を害容レfこ

もし、自分の研究テーマなどに深〈関係し

ているのにも係わらず、モンゴルなどの中央

アジアに行〈ことをあきらめていた方が、こ

の文章を読んで、患い直していただけれ江主幹

いであるごまた、これ2きるら新しいう「…？を探

している方i立、中央アジアの自祭も、自分の

フィールドだと患ってテーマを決めてみては

いかカffご、ろう

もたれてしまったカf；τ意外なほと’永もふんだ

んにあ勺たご草原のやにある井戸で欽んだ水

：土、ほんとうにおいしかったニ

さて、肝心の私たちの議衰の語気象について

は…ラ また到の機会、部の場所で報告主する

つもリであるご

おわりに ホ：正式名称、は、

以上、たぶん誤解や偏見も多い E思うが、 ヘソ Jレの生態E渡 1）に関する総合研究ω

モンゴYしの自然や人々に対する感想、を、述べ 日本野鳥の会が読売新聞社との共同事業、

きせていただ弘、た刷 !',; ECの協賛事業、 LlJP若鳥類研究所、 XT 

ロシアの政治体制jが大き〈変わり、モンゴ T、東海大学などEの共同研究ξし

II,も、やっと私たち日本人にも問をひらいて しているご

くれたz アジア大艶そ舞台ELた研究が、日

今

回目－’‘司、、

Ru盟諸
む踊u

Ttti Lu, 

Mongolia 

／一－

，ヘ｝／／叩ノ ・2綿
’” 持融取

E語 講宝華経路z 矢印がま三およその移警告経路で、黒丸が

キャンプサイ九移動距畿はおよそ 2,400kmで、す

べてジーフで移動した
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学術集会

国際モズ類シンポジウム
1993年 1月11日～15日に第 1回国際モズ類ンンポジウムが聞かれますご開催場所は、

Archibold Biological Station ( Lake Placid. Florida. U. S. A.）ですご

詳細問い合わせは大阪市立大学理学部 山岸哲氏まで＝

千葉県立中央博物館自然誌シンポジウム
第4匝千葉県立中央博物館自然誌シンポジウムが11月15日｛日）に県立中央博物館で聞かれ

ます＝テー7 は「プナとプナ林の自然誌、」ですご参加は自由、無料ですー

また特別展として、「プナ林の自然誌」が9月26日～11月29日まで開カーれていますニ

問い合わせ：干260千葉市中央区青葉町955 2 県立中央博物館（043 265 3921) 

日本動物行動学会大会
第11回日本動物行動学会大会が12月1～3日につくばの科学技術庁研究交流センター

（つくば市竹園 2丁目20-3）で開カ4れますご参加・発表の申し込み期限（ 9 /15）は過

ぎていますが、当日参加も可能です＝

問い合わせ：干305つくは布小野川16-2 国立環境研・野生生物保全研究チーム内

日本動物行動学会第11回大会事務局（0298-51-6111、内 250)

日本生態学会大会
第40回日本生態学会大会が1993年4月1～4日に島根大学にて開催きれます二

大会参加費は 5.000円（学生 4,000円）、懇親会費は 5.000円で、申し込み〆切りは12月16

日ご鳥関係の発表はもちろん、鳥以外の動物・植物の生態に関する発表が多数あり、よい

刺設になる学会ですこ

問い合わせ：干690松江市西川津町1060 島根大学・理学部・生物学教室内

日本生態学会第40回大会準備委員会

TEL. 0852-32-6436または0852-32 6440 （ダイヤルイン） FAX. 0852-32-6449 

ガラスにぶつかる鳥の記録を送って下さい／

アメリカの：＼luhlenberg大学のクレム氏カaら、世界からガラスにぶつかる烏のデータを集めて

いるが送って欲しいとの便りが届きましたこガラスにぶつかる鳥のデータをお持ちの方は、下記

の住所へ送ってあげて下きい 3 送＇）先は： DanielKlem Jr .. Biology. Muhlenberg College 

2400 Chew Street. Allentown. PA 18104-5586. US A. 
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日本鳥学会1992年度大阪大会からのお頼い

すでにご案内の通ワ、 11Jl 22～ 238 i二大阪市立大学で本年度大会会f需催されますさ予定通ワ

9 f'.1108に講演申込は閉め切らせていただきましたなしかし、大会への参加はまだ余裕がごぎ

いますのて’奮ってこれからもおゆ込下きいご

また、最近ご入会の方で、大会案内が届いていない1Iは夜接大会事務局までご請求下さい二

大会不参加の方令はお，官、れなく総会委任状をお送り下容い。

なお、大会参加者及び講演婆旨希望者仁は10月“ド旬にプログラムと講演要輸省？発送いたしま

｛大阪大会準備委疑長山岸 哲）

連絡先：＝子558大阪市杉本3 3 138 

大医市立大学理学部生物学教室気付、続本鳥学会大会事務局

TEL. 06-605…2584（直｝、 FAX.06…605-2522 

。第2回鳥学会改革委員会開催♂れる

第2回の改革委員会は 9月28～29日に国立科学博物館分館会議室で7人の委員の出席で開か

れましたζ 会長 e 評議災などの選出方法や任期などにかかわる会制の繋備、学会の方向性や

学会の抱えている問題点、事務所の移転などについて、活発な議論が交わさ予れ、答申をまと

めました＝ この答申は11'1に大阪市大で罵かれる学会大会時に、評議員会にかけられ、歓会で

の皆様のご意見を伺う予定です（尚、委員会の憐或i手、委員長：や特驚流、委員：中村号、

森時弘之、由律哲、斎藤藤隆史、福田道雄、上回j際介、義問正博の8名です｝ご

。日本鳥学会直際シンポジウムの準備状況

来年の秋に予定きれている日本烏学会の閲際シンポについては、中村浩志、櫨口広芳、上国

主主介の3主のヨ委員が中心になって、準備を進めていますー当初、予定していた X B. Davies 

博士は諸般の事情で米自出来な〈なりましたが、 Davies 博士から推幾のあったスウェーデン

ーウプサラ大学のん P. M~語ler 博士からは快諾を頂いていますご

多 rsヱド鳥学会奨学賞sって、知ってますか？

日本鳥学会奨学賞は、その王手の日本鳥学会誌のやでもっとも優れた論文を発表した学生・続

主主（修士まで） ・アマチュアに対して与えられるも丹で、副賞（ 5 Jj内｝がつきますご今回は

第四巻に rヨシゴイの集団繁殖』を発表ぎれた内田博・松田喬氏の受賞が決定しましたご

一省豆詔
・学会、シンポジウム、ぞミ、集会etc、週ヨ択に；まも三ろいろな行事が援なってしまいますご

皆きんの活動議が増えているのでしょうか｛花），

・皆きん、論文を惑いていますか？ 秋は通貨文の季簸です（ K lo 

・鳥学ニュースへの投舗もお待ちして必ります｛自主L

・今月も狭山氏蹴の不法桟土処理問題で役所とやりとワ（ ,g), 

学ニュ…ス
1 9 9 2年 11月 1 8 発行 ｛会員配布｝

発昔 話本農学会
予民事新宿区百人町シ23-1 00:it科学簿毒事量車分館内 ( 03-3364 2311) 

発行人 選後岡弘之 編集｛幹事）上図翼手分・中村－慾

印刷所 添図印刷妹式会社 ｛スタ γフ｝大尊重絵・花鎗伸一・成末発車
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